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第 165 号

総
代
に
卒
業
証
書
を
授
与
す
る
中
村
幸
弘

  

学
長

▲
開
式
を
前
に
40
周
年
記
念
館
前
で
卒
業
を

　

喜
び
合
う
卒
業
生

  (

写
真
は
い
ず
れ
も
第
42
回
卒
業
式
よ
り)

　

第
43
回
卒
業
式
は
、
３
月
18
日

午
前
10
時
30
分
よ
り
学
園
40
周
年

記
念
館
を
式
場
と
し
て
来
賓
・
教

職
員
・
ご
父
母
が
列
席
し
、
厳
粛

且
つ
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
る
。

　

式
は
、
国
歌
斉
唱
で
は
じ
ま
り
、

中
村
幸
弘
学
長
か
ら
各
学
科
の
総

代
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
る
。

　

総
代
を
つ
と
め
る
の
は
、
国
文

学
科
は
齊
藤
真
美
さ
ん
、
家
政
学

科
は
吉
川
苑
子
さ
ん
、
初
等
教
育

学
科
は
島
田
麻
理
恵
さ
ん
、
日
本

史
学
科
は
三
嶋
紋
佳
さ
ん
、
商
学

科
は
平
形
香
名
さ
ん
で
あ
る
。

　

中
村
学
長
告
辞
、
木
村
好
成
学

園
理
事
長
祝
辞
に
つ
づ
き
、
福
田

富
一
栃
木
県
知
事
、
本
学
同
窓
会

「
斯
花
会
」
を
代
表
し
、
第
８
期

国
文
学
科
卒
業
前
橋
（
旧
姓
笹
井
）

陽
子
さ
ん
よ
り
来
賓
祝
辞
を
い
た

だ
く
。

　

在
学
生
を
代
表
し
、
中
村
伸
子

新
学
生
会
長
（
家
政
学
科
１
年
）

が
送
辞
を
述
べ
、
こ
れ
に
応
え
て
、

卒
業
生
を
代
表
し
、
国
文
学
科
齋

藤
愛
美
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
る
。

　

「
仰
げ
ば
尊
し
」
を
合
唱
し
、

卒
業
生
よ
り
の
記
念
品
目
録
が
髙

橋
翼
前
学
生
会
長
か
ら
中
村
学
長

に
手
渡
さ
れ
る
。
最
後
に
校
歌
斉

唱
、
「
蛍
の
光
」
を
合
唱
し
て
式

を
閉
じ
る
。

　

式
終
了
後
、
各
ク
ラ
ス
担
任
か

ら
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証

書
が
手
渡
さ
れ
、
喜
び
を
胸
に
学

舎
を
巣
立
っ
て
い
く
。

　

こ
の
賞
は
、
佐
々
木
周
二
学
園

長
記
念
奨
学
金
制
度
を
基
に
作
ら

れ
た
も
の
で
、
各
学
科
の
成
績
・

人
物
と
も
に
優
秀
な
者
に
、
賞
状

と
ブ
ロ
ン
ズ
像
（
二
科
会
員
・
鷲

崎
直
子
本
学
教
授
制
作
）
が
授
与

さ
れ
る
。
受
賞
者
は
次
の
通
り
。
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齊
藤　

真
美

　

家 

政 

学 

科　

吉
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苑
子

　

初
等
教
育
学
科　

島
田
麻
理
恵

　

日
本

史
学
科　

三
嶋　

紋
佳

　

商　

 

学　

 

科　

平
形　

香
名

第
43
回
卒
業
式
挙
行

　

 
卒
業
生　

２
４
６
名

培った知性・徳性を誇りに

いざ発たん 素志貫く旅へ

第４３期卒業生数
(　)内は第１期生より通算

　国  文  学  科 67名 (7,119)

　家  政  学  科 56名 (4,601)

　初等教育学科 33名 (6,217)

　日 本 史 学 科 52名 (2,265)

　商　 学　 科 38名 (1,983)

　総　　　　数 246名 (22,185)

佐
々
木
賞
を
六
名
に
授
与


